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目的 ・背景

本病は北海道のアル ファル ファ栽培地帯のほぼ全域で確認されてお り、草の収

量や維持年限を著 しく低下 させている。本邦では未記載の病害であるため その発

生生態の解明 と防除法 につ いて検討 した。

成果の内容

本病ほわが国では初記載の病害で病原菌は Verticllll理 型壼―at型里 Reinke
et Bertholdで 、第 1次伝染源は汚染種子に付着 して導入 された可能性が高い。
伝播方法が多様なため防除困難だが 、被害回避には抵抗性品種の栽培が有効であ

る。

(1)本 菌は冷涼な環境が発生の好適条件である。種子伝染 し、表面に付着 し
た菌は 1年 以上生存す る。

(2)本 病園場の上壌や無病徴の雑草か らも検出され る。また土壌中の菌量は
アル ファルファ栽培区で常に高 く、イネ科植物栽培区で低い。

(3)刈 り取 り時の罹病茎葉 との接触が感染率 を増大す る。

(4)道 内の栽培品種は本病に対 して感受性であったが、選抜育成 された品種

は強度の抵抗性 を示 した 。

(5)本 病の感染により感受性品種では株数 (15%)、 収量 (33%)が 減
少 したが抵抗性品種では影響が少い。

活用面 と留意点

(1)高 湿度条件下では罹病茎葉か らの菌の生長が速いので、刈取 り作業は晴
天の 日を選び 、収穫物はできるだけ早 く園場か ら引き上げる。収穫機な ど
による圃場内、国場間の伝搬の機会を少な くす るため 、新播あるいは発病
していない回場か ら収穫 し、最後に発病圃場 を刈取 る。

(2)発 病園場 を更新する際は抵抗性品種を導入す る。

研究課題 と論文

マメ科牧草の衰退に関与する土壌病原菌の究明と防除に関する研究 (経常研究ら
昭和 55-62年 。
佐藤倫造 (1985):ア ルファル ファのパーテ ィシリウム萎ち ょう病抵抗性の発現
機作に関す る―考察 ,北海道農試研報  143:65-74.
左藤倫造 (1986):最 近注 目されているアルファル ファの重要病害 “バーテ ィン
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写真 1・ アルフ ァルフ ァバーテ ィシ リウム
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写真 2・ メ」り取 り後 のィlJ生状況
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表 1・  V・ alb()一 a t r uinに 対するアルファルファ品種の反応

品 種 供 試
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盤 :1)発病指数は強 5ヽ弱 1
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